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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度
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『君は「最後の晩餐」を知っているか』（評論）

『最後の晩餐』の新しさ（解説）
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十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 努力を要する状況（C）
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十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 努力を要する状況（C）
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十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 努力を要する状況（C）
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中学校学習指導要領（平成29年告示）

第１ 目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で
正確に理解し適切に表現する資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。
(1) 社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に
使うことができるようにする。

(2) 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、
思考力や想像力を養う。

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、
我が国の言語文化に関わり、国語を尊重してその能力の向上
を図る態度を養う。
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指導と評価の一体化
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（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P３７）
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学習指導要領改訂の趣旨に関わる指導
事項として新設。「意見と根拠」は、
改訂の趣旨と大きな関わりがある。
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 努力を要する状況（C）
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学年 〔知識及び技能〕（２）アの指導事項
５小
・学
６校
学第
年

原因と結果など情報と情報との関

係について理解すること。

第中
１学
学校
年

原因と結果、意見と根拠など情報

と情報との関係について理解する

こと。
第
２
学
年

意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解する

こと。
第
３
学
年

具体と抽象など情報と情報との関

係について理解を深めること。

（１）系統性を踏まえた指導
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Ａ 話すこと・聞くこと Ｂ 書くこと Ｃ 読むこと

イ 自分の立場や考えが明確になるよ
うに、根拠の適切さや論理の展開など
に注意して、話の構成を工夫すること。

ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えた
り、表現の効果を考えて描写したりするなど、自
分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。

ア 文章全体と部部との関係に注意しな
がら、主張と例示との関係や登場人物の
設定の仕方などを捉えること。

（２）〔知識及び技能〕を活用して課題を解決する言語活動の創意工夫 関連付けた指導事項の例(第２学年)
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①〔思考力、判断力、表現力等〕と関連付けた

学習を通して理解したり習得したりした〔知

識及び技能〕を評価する場面

②学習改善に生かすための評価場面と指導改善

に生かすための評価場面

③「知識・技能」の評価に適した評価方法

④「意見と根拠の関係について理解している」

状況の具体的な想定

（３）資質・能力の育成に生かす評価場面・評価方法の工夫
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